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水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
50
年

の
歩
み
を
祝
う
記
念
式
典
お
よ
び
高
齢
者

ク
ラ
ブ
大
会
が
、平
成
25
年
11
月
19
日
、茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
会
員
、
家
族
、
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
は
、
来
賓
と
し
て

高
橋
靖
水
戸
市
長
、
田
口
文

明
水
戸
市
議
会
議
長
、
岩
上

堯
市
社
協
会
長
、
山
口
篤
二

県
老
連
会
長
（
代
理
岡
崎
事

務
局
長
）
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
、
山
川
水
戸
市
高
連
会

長
の
式
辞
、
定
例
表
彰
に
続

き
、
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、

仲
間
づ
く
り
活
動
、
健
康
づ

く
り
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
各
部
門
で
功
労
の

あ
っ
た
ク
ラ
ブ
を
特
別
表
彰

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者

を
代
表
し
た
方
々
が
壇
上
で

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
、
髙
瀬

一
男
氏
が
一
同
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」
活
動
の
推
進
な
ど
、
６

項
目
の
実
践
を
う
た
っ
た
大

会
宣
言
文
を
朗
唱
・
採
択
し
、

式
典
を
終
了
し
た
。

　

第
２
部
、
記
念
公
演
は
、

春
風
亭
一
朝
師
匠
の
歯
切
れ

の
よ
い
語
り
の
江
戸
落
語
２

題
を
存
分
に
楽
し
み
、
参
加

者
一
同
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
、

散
会
と
な
っ
た
。

=新たな一歩を踏み出す=
記念式典盛大に開催！

創
立
50
周
年
記
念
式
典 

お
よ
び

　
　
　
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
会

　水戸市長はじめご来賓の方々にご臨
席をたまわり、誠にありがとうございま
す。ご来賓の皆様方の特別なご支援・ご
協力をいただき、本式典が実現したこと

をご報告し、深く感謝申し上げます。
　また、この記念すべき年に、受賞される役員・会員の皆
様および特別表彰されるクラブの皆様、おめでとうござい
ます。このようなすばらしい式典に加え、水戸空襲を含む
戦争体験と東日本大震災の記録と教訓を含めた創立 50 周
年記念誌「輝く 50 年 未来につなぐ絆」を会員自らの手で
編集 ･ 刊行することができましたことを皆様と共に喜びた
いと思います。
　昭和 38 年に創立され，平成 25 年 12 月 20 日もって満
50 年を迎えることができますのも、活動の礎を築いて下
さった諸先輩方あってのことと感謝すると共に、新たな目
標である①全国会員１００万人増強運動、②地域にあって
は、地域団体等と一丸となって地域に力をつける活動を展
開していく所存です。高齢者クラブがその担い手のひとつ
となっていくことを新たな目標といたしたいと考えており
ます。（要旨）

地域力をつける運動を目指して
市高齢者クラブ連合会
　　　　　会長　山川　　庫



　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。

　

市
高
連
創
立
時
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
作
品
展
も
今
年
度
で
50
回
目
を
迎
え
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
会
員
だ
け
で
な
く
一
般
の
高

齢
者
も
参
加
で
き
る
唯

一
の
事
業
で
あ
る
。

　

現
職
の
こ
ろ
か
ら
続

け
て
き
た
も
の
は
熟
練

の
趣
。特
に
感
動
す
る
の

は
退
職
後
に
始
め
た
と

い
う
陶
芸
、絵
画
、工
芸

品
等
。趣
味
の
域
を
超
え

た
み
ご
と
な
作
品
ば
か

り
で
あ
る
。

▼
出 

展 

数（
１
１
５
点
）

▼
来
場
者
数（
４
２
５
人
）

　
　
（
事
務
局
）

水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます
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仲
間
づ
く
り
活
動
特
別
賞

●
浜
田
竹
ク
ラ
ブ

代
表
者　

郡
司　
　

茂

　

市
高
連
が
「
水
戸
市
安
心
・
安
全

見
守
り
隊
」に
参
画
し
た
こ
と
か
ら
、

当
ク
ラ
ブ
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。

　

民
生
委
員
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
、住
よ

い
浜
田
を
つ
く
る
会
、社
協
浜
田
支

部
と
の
連
携
を
強
化
し
、情
報
交
換

を
密
に
し
、地
域
の
ひ
と
り
暮
し
高

齢
者
な
ど
の
所
在
を
確
認
、訪
問
し

な
が
ら
加
入
の
呼
び
か
け
も
行
っ
て

い
る
。交
流
す
る
こ
と
で
地
域
の
現

状
が
把
握
で
き
、活
性
化
が
進
ん
だ
。

●
高
砂
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
酒
門
）

代
表
者　

栗
原　

文
隆

　

会
員
の
高
齢
化
で
行
事
参
加
者
が

減
少
し
た
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、

ひ
と
り
暮
し
高
齢
者
や
未
加
入
者
へ

の
声
か
け
を
全
会
員
で
行
っ
た
。

　

入
会
ま
で
至
ら
な
く
て
も
、ク
ラ

ブ
の
行
事
へ
招
待
す
る
な
ど
、ク
ラ

ブ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い

う
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。

●
住
吉
町
楽
寿
会
（
吉
沢
）

代
表
者　

森　
　

邦
雄

　

長
年
に
わ
た
り
、町
内
２
４
０
世

帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、地
域
の
高

齢
者
を
招
い
て
年
２
回
そ
ば
打
ち

会
・
う
ど
ん
打
ち
会
を
開
催
し
て
い

る
。地
域
の
人
気
事
業
と
な
っ
て
お

り
、加
入
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
活
動
特
別
賞

●
元
石
川
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
酒
門
）

代
表
者　

江
幡　

貞
次

　

高
齢
化
に
よ
り
会
員
が
減
少
、ク

ラ
ブ
存
続
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
取
り
入
れ
た
。65
～
75
歳
代
の

女
性
を
中
心
に
呼
び
か
け
た
結
果
、

14
人
が
入
会
し
た
。

　

用
具
も
購
入
し
、活
動
予
算
も
つ

け
、週
２
回
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
特
別
賞

●
上
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
（
酒
門
）

代
表
者　

谷
中　

敬
忠

　

小
学
校
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り

を
毎
日
、会
員
が
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
交
流
が
希
薄
化
す
る
な
か
、

見
守
り
活
動
を
通
し
て
異
世
代
と
の

交
流
も
活
発
化
し
、温
か
い
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

●
錦
こ
と
ぶ
き
会
（
堀
原
）

代
表
者　

髙
畑　

健
兒

　

地
域
の
公
園
に
あ
る
「
尼
港
殉
難

者
記
念
碑
」周
辺
の
清
掃
を
春
秋
の

彼
岸
入
り
に
実
施
す
る
ほ
か
、輪
投

げ
の
練
習
日
に
も
実
施
し
て
い
る
。

　

活
動
を
広
知
す
る
こ
と
で
，周
辺

ク
ラ
ブ
も
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

●
吉
田
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

代
表
者　

板
越　

文
雄

　

吉
田
小
学
校
で
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
学
習
を
授
業
の
一
環
と
し
て
長

年
実
施
。各
学
年
に
合
わ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
昔
あ
そ
び
・
野
菜
栽
培
・

昔
の
く
ら
し
・
吉
田
の
今
と
昔
・
校
庭

の
除
草
・
戦
争
体
験
の
語
り
継
ぎ
な

ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、特
別
支
援
学
校
と
の
交
流

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

●
吉
田
梅
寿
会代

表
者　

樋
口　

四
郎

　

花
壇
づ
く
り
、畑
づ
く
り
と
収
穫

祭
、３
世
代
交
流
、園
庭
の
草
と
り
・

樹
木
の
枝
払
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活

動
で
、高
齢
者
が
地
域
に
役
立
つ
こ

と
を
実
感
し
な
が
ら
の
活
動
は
、ク

ラ
ブ
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。

●
中
原
伸
生
会
（
内
原
）

代
表
者　

杉
田　

政
善

　

地
域
住
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
お
寺
や
神
社
の
境
内
清
掃
を
継

続
実
施
。地
域
の
環
境
美
化
活
動
に

は
、毎
月
会
員
30
人
が
参
加
し
、活
動

を
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
若
い
世
代
や
子

ど
も
世
代
に
対
し
、地
域
を
大
切
に

す
る
心
を
育
む
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
実
施
し
て
い
る
。

●グリーン千波（緑岡）
代表者　松本　修吾

　当クラブはまだ若いクラブですが、「仲
間づくり活動」と「健康づくり活動」の2
部門で50 周年記念特別表彰をいただき、
ありがとうございました。今後、さらに充
実した活動にしていきたいと思います。
　「仲間づくり活動」では、近所の食事処
で毎月1 回（第1 水曜日）、食事と若干の
アルコールを楽しみながら約2 時間、そ
の時々の話題を中心に交流を深めていま
す。会員などが気軽に話ができる雰囲気
作りに心掛けたいと思います。
　「健康づくり活動」では、住民誰でも参
加できる「健康ウオーキング」を毎月1 回、
約４～6km をおしゃべりをしながら楽
しく歩き、健康維持に努めています。

　

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
24
回
を
数
え
、例

年
の
よ
う
に
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
、選
手
６
６

０
人
、役
員
等
を
加
え
約
７

０
０
人
が
参
加
、４
種
類
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

特
に
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
参
加
者
数
は
、２
９
１

人
に
も
達
し
平
成
22
年
度
に

比
べ
63
人
増
加
し
て
い
る
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

男
女
同
じ
ル
ー
ル
で
行
う
。

誰
で
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
、

や
れ
ば
や
る
程
面
白
く
、適

度
の
運
動
と
頭
を
使
い
、生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
仲
間
と

楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
る
最

高
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
よ
う
。

　

会
員
の
皆
様
、今
年
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
出
場
を
目

指
し
て
、今
日
か
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
仲
間
と
一
緒
に

練
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
。ス

ポ
ー
ツ
は
ど
ん
な
名
選
手
で

も
最
初
は「
下
手
」な
初
心
者

で
す
。

　

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
毎
年
す
ば
ら
し
い

秋
晴
れ
の
気
持
ち
よ
い
日
に

行
わ
れ
ま
す
。（

柴
田　

隆
）

　

創
立
50
周
年
記
念 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
発

表
大
会
が
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
･
小
ホ
ー
ル
で

華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。50
周
年
を
記
念
し
て
、

舞
台
照
明
も
鮮
や
か
に
、参
加
23
ク
ラ
ブ
の
熱

演
を
彩
っ
た
。

　

今
年
度
は
、ユ
ー
モ
ラ
ス
な
安
来
節
の
踊
り

も
加
わ
り
さ
ら
な

る
盛
り
上
が
り
を

見
せ
、４
０
０
人

近
い
参
加
者
、応

援
者
を
大
い
に
楽

し
ま
せ
た
。フ
ィ

ナ
ー
レ
は
、「
夏
の

思
い
出
」を
参
加

者
全
員
で
合
唱

し
大
会
を
締
め
く

く
っ
た
。　（

事
務
局
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

小
林
長
生
会
（
内
原
）

　

準
優
勝　

松
ヶ
丘
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

台
渡
里
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

敢
闘
賞　

飯
富
第
二
高
砂
会

輪
投
げ
の
部

　

優　

勝　

見
川
東
寿
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

錦
こ
と
ぶ
き
会
B（
堀
原
）

　

第
３
位　

双
葉
台
松
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

敢
闘
賞　

寿
ク
ラ
ブ
Ａ

ペ
タ
ン
ク
の
部

　

優　

勝　

堀
町
寿
ク
ラ
ブ
Ａ

　

準
優
勝　

堀
町
寿
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

第
３
位　

上
中
妻
地
区
高
連
Ａ

　

敢
闘
賞　

好
文
智
の
会
（
五
軒
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
個
人
の
部

　

優　

勝　

川
又　

豊
彦
（
酒
門
）

　

準
優
勝　

小
坂
部
強
四
郎（
上
中
妻
）

　

第
３
位　

江
幡　
　

進
（
柳
河
）

　

敢
闘
賞　

小
林　

昭
利（
双
葉
台
）

★
大
会
成
績

　

大
会
当
日
は
８
時
30
分
集
合
、久

し
ぶ
り
に
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
も
ま
れ

な
が
ら
会
場
到
着
。役
員
、女
性
委
員

は
そ
ろ
い
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着
て
、受

付
と
案
内
係
を
仰
せ
つ
か
る
。受
賞

者
は
80
～
90
歳
代
で
あ
る
。ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、

前
も
っ
て
会
場
に
入
れ
て
も
ら
い
、

お
お
よ
そ
の
席
順
と
段
差
の
あ
る
な

し
を
確
認
す
る
。９
時
に
受
付
の
脇

で
待
機
、指
定
さ
れ
た
席
へ
案
内
開

始
。

　

始
ま
っ
て
み
る
と
、あ
ら
か
じ
め

会
場
の
席
順
を
確
認
し
て
お
い
た

の
が
大
変
役
に
た
っ
た
。表
彰
者
は

ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
お
元

気
で
し
っ
か
り
し

た
足
取
り
。数
人
の

グ
ル
ー
プ
で
来
場

し
た
時
は
歩
く
早

さ
が
人
に
よ
っ
て

違
う
た
め
若
干
戸

惑
っ
た
。50
周
年
に

め
ぐ
り
合
い
、お
手

伝
い
も
出
来
、
思

い
出
深
い
式
典
と

な
っ
た
。

 

（
酒
出
卓
治
）

水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます

　

久
し
ぶ
り
に
落
語
を
聞
い
た
。ひ

と
昔
前
ま
で
は
、「
笑
門
来
福
」と
か

で
、年
末
年
始
に
な
る
と
寄
席
中
継

が
必
ず
あ
っ
た
が
、最
近
で
は
、バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
ば
か
り
で
落
語
を
聞
く

機
会
も
少
な
く
な
っ
た
。

　

落
語
は
、や
は
り
、生
で
見
て
こ

そ
面
白
い
。座
布
団
の
上
に
正
座
し

た
ま
ま
、し
ぐ
さ
と
声
色
で
何
人
か

を
演
じ
る
一
人
芝
居
な
の
で
、テ
レ

ビ
で
は
、面
白
さ
も
半
減
す
る
と
い

う
も
の
だ
。だ
が
、不
明
に
し
て
春
風

亭
一
朝
な
る
噺
家
は
知
ら
な
か
っ
た
。

私
な
ど
が
知
っ
て
い
る
落
語
家
は
１

～
２
代
前
の
噺
家
で
ほ
と
ん
ど
代
替

わ
り
し
て
い
る
。調
べ
て
み
る
と
、春

風
亭
一
朝
は
現
在
の
落
語
界
を
代
表

す
る
大
御
所
の
一
人
の
よ
う
だ
。

　

当
日
の
演
目
は
「
転
失
気
」と
「
尻

餅
」。前
者
は
演
目
自
体
の
と
ぼ
け
た

面
白
さ
に
加
え
、一
朝
の
テ
ン
ポ
の

よ
い
語
り
口
に
、会
場
の
雰
囲
気
が

ぴ
っ
た
り
と
ハ
マ
り
、最
初
か
ら
最

後
ま
で
大
爆
笑
。

　

休
憩
後
の
「
尻
餅
」は
、師
走
に
相

応
し
い
噺
で
、年
の
瀬
に
餅
も
つ
け

な
い
貧
乏
夫
婦
、外
聞
が
悪
い
か
ら
、

せ
め
て
音
だ
け
で
も
と
亭
主
が
女
房

の
尻
を
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
叩
い
て
、

餅
つ
き
の
ふ
り
を
す
る
と
い
う
他
愛

も
な
い
噺
。何
と
な
く
牧
歌
的
な
エ

ロ
チ
シ
ズ
ム
が
た
だ
よ
う
噺
を
一
朝

の
話
芸
に
さ
ら
り
と
包
ん
で
面
白
お

か
し
く
語
っ
た
。　 　
（
清
水
昭
郎
）

笑
う
門
に
は

　
　
　
福
来
る

第２部
記念公演

高
連
役
員
　

奮
戦
記

記念大会
案内

第
24
回 

市
高
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
10
月
８
日
）

第
40
回 

高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
芸
能
発
表
大
会
（
６
月
27
日
）

第
50
回 

高
齢
者
作
品
展
示
発
表

（
８
月
２
〜
７
日
）

●
役
員
特
別
表
彰

（
80
歳
以
上
、単
位
ク
ラ
ブ
会
長
等
を

５
年
以
上
経
験
者
）

●
会
員
特
別
表
彰

（
90
歳
以
上
、永
年
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
が
顕
著
な
者
）

●
会
員
一
般
表
彰

（
80
歳
以
上
、ク
ラ
ブ
や
地
域
の
発
展

の
た
め
５
年
以
上
尽
力
し
、功
績
が

顕
著
な
者
）

【
役
員
特
別
表
彰
】

宮
下
志
げ
子

山
﨑
よ
し
子

清
水　

康
男

早
川　

京
子

川
島　

孝
子

原
田　

清
治

渡
邉　

朝
男

伊
藤　

克
己

樋
口　

四
郎

安
島　

久
光

外
岡　

三
男

大
津　

一
郎

水
石　

保
雄

荒
井
ヒ
ロ
子

玉
木　

信
男

本
田　
　

行

石
川
多
喜
男

松
本　

は
る

鈴
木　

洋
子

瀨
尾　

妙
子

髙
瀬　

一
男

大
津　

輝
男

【
会
員
特
別
表
彰
】

細
川　

せ
つ

菊
池　

節
子

髙
橋　

朝
光

綿
引　

照
子

内
田　

隆
司

小
川　

リ
ン

木
下　
　

操

海
老
根
喜
平

塙　
　
　

惇

関　
　

吉
瑞

櫻
井　

こ
の

館　
　

國
夫

安
達　

ス
エ

岡
﨑　

さ
よ

出
澤　

な
み

布
瀨
ツ
ル
ヱ

平
石
イ
ク
子

飯
嶋　

み
よ

富
田
み
よ
子

柏　
　

敬
武

【
会
員
一
般
表
彰
】

土
井
ひ
め
子

鈴
木　

淑
子

小
貫　

と
し

市
原　

昭
三

前
田　

安
子

杉
山　
　

博

桒
名　

惠
子

安　

て
る
子

山
田　

初
枝

渡
邉　

す
ゑ

清
水　

利
子

八
木　

勇
見

川
上　

久
子

井
坂　
　

琴

矢
口　

義
弘

荻
谷　

忠
夫

松
浦　

良
三

鴨
志
田
豊
子

清
浄　

カ
ネ

鈴
木　
　

保

平
野　

久
枝

成
島　

喜
子

髙
島　

妙
子

秋
山　

龍
子

中
庭　

司
郎

原
田　

ま
す

大
畠　

ひ
さ

都
築　

道
子

雨
谷　
　

勇

石
島　
　

勝

今
川　

ち
ゑ

島　
　

や
い

小
林　

春
代

秋
葉　

み
ほ

井
上
み
よ
子

大
貫　

壽
男

中
村
志
津
子

小
室　

勝
男

小
川　
　

祐

根
岸　

良
治

綿
引　

芳
子

君
島　

吉
雄

木
村　
　

曻

増
田　

義
雄

谷
貝　

哲
夫

山
田　

文
子

伊
師
八
重
子

三
田
寺
秋
乃

渡
邉　

好
子

大
髙　

守
子

石
毛　

立
子

加
藤
千
惠
子

菊
地　

清
子

鈴
木
か
を
る

塙　
　

良
雄

髙
瀬　

良
子

村
澤　
　

明

高
木　

孝
子

（
順
不
同
）

創
立
50
周
年
記
念

   

特
別
表
彰
（
団
体
表
彰
）       

創
立
50
周
年
記
念
高
齢
者

   

ク
ラ
ブ
大
会
（
会
員
表
彰
）       

創立 50周年記念行事



平成 26 年（2014 年）2月発行高壮だより第 4 7 号(　5　) (　4　)第 4 7 号平成 26 年（2014 年）2月発行 高壮だより

第2代会長
遠藤　勝義

第6代会長
津田　政一

初代会長
原田　幹蔵

第5代会長
櫻井　秋雄

第3代会長
八代　金蔵

第7代会長
蓑輪　　勇

第4代会長
浅野　良平

第8代会長
井坂　　耕

　
　
　
　
　
　
　
　

宣　

言　

　

昭
和
三
十
八
年
に
結
成
さ
れ
た
水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
で
重
要
な
役
割
と
活
動
を
積
み
重
ね
、
こ
こ
に
創
立
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
日
本
の
社
会
は
変
遷
を
重
ね
、
現
在
は
高
齢
者
が
社
会
の
四
分
の
一
を

占
め
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
は
各
種
の
問
題
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
社
会
に

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
我
々
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
社
会
参
加
、
介
護
予
防

活
動
の
推
進
母
体
と
し
て
、
地
域
社
会
に
果
た
す
役
割
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
日
々
の
私
た
ち
の
生
活
を
充
実
し
、
地
域
で
お
互
い
に
交
わ
す
見
守
り

や
支
え
合
う
仲
間
の
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
積

極
的
に
行
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
日
，
こ
こ
に
集
う
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
は
，
半
世
紀
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
活
動
に
思
い
を
馳
せ
，
新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
，
全
国
統

一
テ
ー
マ
で
あ
る
「
創
造
と
連
帯
の
も
と
―
心
豊
か
な
二
十
一
世
紀
を
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
自
主
・
協
同
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
構
築
を
目
標
と
し
、
次
の
事
項
の

実
践
を
宣
言
し
ま
す
。

一
、　
「
老
人
ク
ラ
ブ
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
運
動
の
推
進

一
、　

全
国
年
間
百
万
人
の
会
員
増
強
三
ヶ
年
計
画
の
推
進

一
、　

健
康
の
維
持
・
向
上
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
推
進

一
、　

社
会
貢
献
活
動
の
支
え
手
と
し
て
、
地
域
諸
団
体
と
の
連
携
の
推
進

一
、　

社
会
保
障
制
度
の
充
実
の
た
め
の
活
動
の
推
進

一
、　
「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み
の
推
進

　
　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　

市
高
連
創
立
五
十
周
年
記
念　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
会

式典会場のロビー・
受付の様子と年表の展示

「役員・ 会員表彰」で受賞された皆さん

「50 周年記念特別表彰」で
受賞されたクラブの
代表者の皆さん

50 周年記念大会のお祝いにかけつけた〝みとちゃん〟

女性委員手作りの
ストラップ

50 周年記念大会で採択された「大会宣言」 50 周年記念式典を祝う参加者

オープニング・セレモニーで
見事な演奏を披露した茨城大学吹奏楽団

市内の小中学校に配布予定の
記念誌と目録の贈呈式

歴代会長と記念大会で
あいさつする
第9代会長 山川　庫

代表して、水戸市立寿小学校・
水戸市立笠原中学校へ贈呈

記念公演：
春風亭一朝師匠

水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます
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水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます

高齢歩行者の死亡事故が急増しています。死亡事故は16 時～20 時の薄暮から夜にかかる時間帯に多発し、
自宅から半径わずか50m 以内の場所で約４割と最も多く発生しています。

⑴反射材を身に着けて交通事故から身を守ろう 【茨城県警交通安全かわら版（平成25 年10 月 No,42）より】

⑵飲酒運転は悪質な故意犯です【茨城県警交通安全かわら版（平成24 年12 月 No,51）より】

　

高
齢
者
の
「
孤
立
」が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。人
と
人
と
の
関
わ
り

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
、「
孤
立
」

は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　

国
や
自
治
体
で
も
、同
世
帯
の
高
齢

者
に
よ
る「
支
え
合
い
」に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。住
み
慣
れ
た

地
域
で
長
く
暮
せ
る
よ
う
に
、仲
間
と

心
と
心
を
つ
な
い
で
、笑
顔
の
あ
る
暮

ら
し
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

❖
集
い
の
場
を
つ
く
ろ
う

　

友
だ
ち
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
人

と
も
出
会
え
、気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り
や
、

買
物
の
途
中
で
の
休
憩
が
で
き
る
「
集

い
の
場
」を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。社
会
福

祉
協
議
会
で
進
め
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」事
業
で
は
、サ
ロ
ン
活

動
に
対
し
て
助
成（
要
申
請
）を
行
っ
て

い
ま
す
。

❖
暮
ら
し
の
支
え
合
い
を
広
げ
よ
う

　

部
屋
の
電
球
を
取
り
替
え
ら
れ
な
い
、

ご
み
が
重
た
く
て
出
せ
な
い
、買
物
に

出
か
け
ら
れ
な
い
等
々
、そ
ん
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
仲
間
が
い
ま
す
。「
暮
ら

し
の
支
え
合
い
」は
、ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
、ク
ラ
ブ
の
仲
間
同
士
が
お

手
伝
い
し
て
支
え
合
う
活
動
で
す
。

❖
役
立
つ
情
報
を
届
け
よ
う

　

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
代
。し
か

し
、必
要
な
情
報
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
り
、活
用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ひ

と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
、家
族
の

介
護
で
多
忙
な
人
、家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
人
、そ
ん
な
人
た
ち
に
情
報
を

届
け
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
に
役
立
つ
情
報

 

・
地
域
の
広
報
や
情
報

 

・
医
療
や
福
祉
に
関
す
る
情
報

 

・
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
情
報

 

・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
研
修
会
等
で
学
ん   

  

だ
健
康
や
交
通
安
全
の
情
報

●
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
情
報

 

・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
行
事
や
活
動

 

・
仲
間
の
近
況
や
趣
味
に
関
す
る
話
題

　

平成
26
年
１
月
16
～
17
日
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
全
老
連
主
催
の
「
在
宅
福

祉
を
支
え
る
友
愛
セ
ミ
ナ
ー
」に
お
い

て
水
戸
市
の「
見
守
り
隊
」活
動
を
板
越

玲
子
氏
（
市
高
連
副
会
長
兼
女
性
委
員

会
代
表
）が
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
は
、全
国
の
県
市
町
村
老
連

役
員
お
よ
び
事
務
局
員
１
３
５
人
。

　

紹
介
し
た
主
な
内
容
は

①「
水
戸
市
安
心
･
安
全
見
守
り
隊
」の

発
足
の
経
緯
と
概
要

②
見
守
り
隊
へ
の
女
性
委
員
会
の
取
組
み

　
「
地
域
を
一
番
把
握
し
て
い
る
の
は
、

家
庭
を
守
る
主
婦
で
あ
り
、地
域
の
現

状
・
問
題
を
見
つ
め
、取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
女
性
の
力
で
あ
る
」と
明

確
な
活
動
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
女
性

委
員
会
の
活
動

が
活
性
化
し
た
。

③
ク
ラ
ブ
が
地

域
で
行
っ
て
い

る
友
愛
活
動
の

事
例
。

　

参
加
者
の
皆

さ
ん
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い

た
。

　

石
川
地
区
が
行
う
子
ど
も
と
の
交
流

会
は
、小
中
学
校
や
幼
稚
園
側
が
企
画
・

準
備
し
、地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

が
招
待
さ
れ
講
話
や
昔
遊
び
を
伝
え
る

形
式
で
実
施
し
て
い
る
。

「
大
先
輩
に
学
ぶ
会
」

　

石
川
中
学
校
３
年
生
と
の
交
流
会
、

毎
年
12
月
に
実
施
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
講
師
を
３
、４
人

派
遣
し
講
話
を
行
う
。

①
高
齢
者
の
生
き
方
を
学
び
、生
徒
の

進
路
希
望
等
の
参
考
に
す
る
。

②
戦
争
当
時
の
生
活
の
様
子
を
伝
え
、

平
和
国
家
を
継
承
し
て
い
く
役
割
の
大

切
さ
を
学
ぶ
。

等
が
目
的
で
あ
る
。

戦
争
中
の
話
を
直
接
聞
く
の
が
始
め
て

と
い
う
生
徒
が
多
く
、高
齢
者
ク
ラ
ブ

側
と
し
て
も
高
い
次
元
の
目
標
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
資
料
な
ど
の
準
備
を
十
分

し
て
対
応
し
て
い
る
。

名
人
に
学
ぶ
「
遊
ぼ
う
会
」

　

石
川
小
学
校
１
年
生
と
の
交
流
会
、

毎
年
１
月
に
実
施
。

　

こ
の「
遊
ぼ
う
会
」は
生
活
科
の
学
習

の
一
環
と
し
て
行
い
、次
の
昔
遊
び
を

行
う
。男
子
（
竹
馬
、メ
ン
コ
、け
ん
玉
、

こ
ま
）、女
子
（
あ
や
と
り
、お
手
玉
、折

り
紙
、お
は
じ
き
）。

　

あ
ら
か
じ
め
１
回
目
と
２
回
目
に
行

う
種
目
を
決
め
て
お
き
、な
る
べ
く
多

く
の
遊
び
を
体
験
で
き
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。１
年
生
が
主
と
な
っ
て
、進
行

を
行
う
。

　

昔
の
遊
び
を
学
び
な
が
ら
、高
齢
者

を
い
た
わ
る
心
を
育
む
大
切
な
時
間
と

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

後
日
、１
年
生
か
ら
、「
メ
ン
コ
の
取

り
方
や
持
ち
方
を
お
し
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」な
ど
た
く
さ
ん
の
お
礼
の

手
紙
を
い
た
だ
く
。

お
年
寄
り
と
「
遊
ぼ
う
会
」

　

石
川
幼
稚
園
新
入
園
児
と
の
交
流
会
、

毎
年
６
月
に
実
施
。 

　

可
愛
い
、入
園
早
々
の
園
児
が
相
手

で
あ
る
。一
緒
に
昔
遊
び
を
行
っ
た
後
、

園
児
た
ち
の
歌
や
踊
り
を
見
せ
て
も
ら

い
、手
作
り
の
折
り
紙
な
ど
を
も
ら
っ

て
終
る
。

　

こ
の
交
流
会
は
新
年
度
早
々
に
行
う

の
で
、高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を「
励

ま
す
会
」に
も
な
っ
て
い
る
。

　石川高齢者クラブの方々４名に
講師として来ていただき、戦争の
話や、戦時中の人々の生活の様子
などを話していただきました。
　テレビなどで知っている戦争と
はまた違った生のお話を聞くこと
で、現在の平和な社会に生きてい
ることがいかに幸せであるかを改
めて感じさせられました。また、高
校受験や今後の生き方への励まし
の言葉をいただきました。ありが
とうございました。（水戸市立石川
中学校のホームページから）

友
愛
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

地
域
で
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　
　

力
を
発
揮
す
る
た
め
に

水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます

●16 時～20 時にかけて亡くなった方42 人の
　外出目的は訪問15 人、散歩10 人、買物7 人
　の順になっている。
●自宅からの距離では半径50 ｍ以下が17 人と
　最も多い、約4 割を占める。

防ごう！高齢者の交通事故

●
自
転
車
で
車
道（
路
側
帯
）を

通
行
の
場
合

①
車
道
の
左
側
に
よ
っ
て
通
行

す
る
。ま
た
、路
側
帯
を
通
行
す

る
場
合
で
も
、左
側
部
分
に
設

け
ら
れ
た
路
側
帯
を
通
行
す
る
。

②
左
図
の
×
印
は
違
反
。

③
交
差
点
で
は
車
両
用
信
号
に

従
っ
て
通
行
す
る
。

●
自
転
車
で
歩
道
を
通
行
で
き

る
場
合

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、13
歳

未
満
の
子
ど
も
、体
の
不
自
由

な
方
は
歩
道
を
通
行
で
き
る
。

②
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
ど

ち
ら
の
向
き
で
通
行
し
て
も
よ

い
が
、歩
道
の
中
央
か
ら
車
道

寄
り
の
部
分
を
徐
行
す
る
。歩

行
者
の
進
行
を
妨
げ
る
こ
と
と

な
る
と
き
は
一
時
停
止
す
る
。

③
交
差
点
で
は
歩
行
者
用
信
号

に
従
っ
て
通
行
す
る
。

平成25 年12 月1 日
から自転車は
道路の右側の

路側帯を
通行できなく
なりました

●亡くなった歩行者81 人を時間帯別に見
　た統計が右図です。薄暮の時間帯から夜
　間（16 時～20 時）にかけて42 人と飛び
　ぬけて多くなっています。そのほとんど
　が反射材を身につけていませんでした。

●歩行者の10，11，12 月における
　死亡事故が急増しています。
●３が月の死者132 人のうち歩
　行者が81 人と全体の６割を占
　めています。

●「軽い気持」で飲酒運転をしようと思ったこと
　はありませんか？　その行為が悲惨な結果を
　もたらすことを認識してください。
●飲酒運転に「少しなら大丈夫」という甘い考え
　は一切通用しません。

飲酒運転の動機 飲酒場所

夕方から夜間の外出（訪問、散歩、買物）には
反射材を身につけて！

地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
活
動

地
域
見
守
り
活
動
に
求
め
ら
れ
る

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

=

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
活
動

=
平成23年/12 月/8 日㈭

先輩に学ぶ会を
　　　実施しました

石川地区高連
会長　大内　勝美

10 〜 12 月
132 人の状態
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水戸市高齢者クラブ連合会発足 50周年おめでとうございます

　

ク
ラ
ブ
主
導
で
地
域
の
防
犯
、

幼
稚
園
・
小
学
校
と
の
交
流
を

企
画
、実
施
し
て
い
る
。

　

特
に
会
員
に
よ
る
「
書
道
教

室
」は
指
導
も
本
格
的
で
あ
り

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て

は
全
老
連
で
も
注
目
し
、全
老

連
広
報
紙
で
も
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
マ
ッ
プ

２
０
１
２
」で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
（
左
の
写
真
）。

　

活
動
は
会
長
か
ら
会
長
へ
と

代
々
引
き
継
が
れ
、よ
り
活
発

な
活
動
と
し
て
ク
ラ
ブ
が
成
長

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
老
連

の
推
薦
を
受
け
今
年
度
表
彰
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。す
で
に
、

２
０
１
０
年
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
活
動
賞
」を
受
賞
し
て

い
る
。　　
　

 

（
会
員
数
41
人
）

　

希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
隣
近
所

づ
き
あ
い
、同
じ
町
内
の
子
ど

も
や
父
母
の
顔
・
名
前
も
知
ら

な
い
と
い
う
風
潮
に
危
機
感
を

感
じ
、子
ど
も
会
育
成
会
に
呼

び
か
け
、町
内
の
高
齢
者
か
ら

若
い
世
代
、子
ど
も
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

事
業
を
企
画
、実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
18
年
か
ら
「
輪
投
げ
大

会
」、19
年
か
ら「
い
ち
ご
狩
り
」、

20
年
か
ら
「
ラ
ジ
オ
体
操
」と

年
々
企
画
を
増
や
し
継
続
、実

施
し
て
い
る
。

　

特
に
、夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
に
は
高
齢
者
、子
ど
も
お
よ

び
父
母
も
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
で
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
だ
け
で
な
く
、地
域
活
性
化

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。事

業
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
密
に
な
り
、

地
域
の
防
犯
、交
通
安
全
対
策

に
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。　　
　
　

 

（
会
員
数
43
人
）

　

女
性
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

民
生
委
員
や
女
性
会
役
員
な
ど

が
多
く
、本
来
高
い
活
動
能
力

を
持
っ
て
い
る
が
、地
区
・
単
位

ク
ラ
ブ
で
は
中
核
に
な
っ
て
活

動
す
る
機
会
や
役
割
が
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。ま
た
、女
性

委
員
の
活
動
意
識
も
消
極
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
女
性
委
員
、女
性
会
員
が
力

を
合
わ
せ
て
作
っ
た
「
手
づ
く

り
品
」を
被
災
地
へ
寄
贈
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
活
動
で
、

一
気
に
気
運
が
高
ま
り
活
動
が

活
発
化
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、25
年
１
月
に
発
足
し

た
「
水
戸
市
安
心
・
安
全
見
守

り
隊
」へ
の
参
画
に
お
い
て
、連

合
会
長
は
「
地
域
を
一
番
把
握

し
て
い
る
の
は
、家
庭
を
守
り
、

近
所
づ
き
あ
い
も
経
験
豊
か
な

女
性
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。地
域

の
現
状
や
問
題
を
見
つ
め
、取

り
組
む
力
は
女
性
の
方
が
得
意

か
も
し
れ
な
い
。女
性
の
力
を

活
用
し
た
い
。」と
の
呼
び
か
け

を
行
い
、女
性
委
員
と
し
て
明

確
な
目
標
を
示
す
と
と
も
に
高

齢
者
ク
ラ
ブ
が
行
う
見
守
り
活

動
の
中
核
と
し
て
取
り
組
む
方

向
付
け
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、各
地
区
で
は

女
性
会
員
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
見
守
り
活
動

や
小
学
校
･
幼
稚
園
児
た
ち
へ

の
昔
遊
び
の
伝
承
、昔
の
衣
食

住
の
話
（
す
い
と
ん
作
り
、米

作
り
か
ら
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
、

手
洗
い
洗
濯
の
実
演
等
）な
ど

女
性
会
員
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

活
動
賞
受
賞
と
な
っ
た
。

（
会
員
総
数
４
１
６
人
）

　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
あ

た
り
「
見
れ
ば
た
だ　

何
の
苦

も
な
き
水
鳥
の　

足
に
暇
な
き

わ
が
思
い
か
な
」と
い
う
光
圀

公
の
歌
が
重
な
り
ま
す
。

　

こ
の
式
典
は
、多
く
の
方
に

よ
る
努
力
の
積
み
重
ね
と
皆
様

の
ご
支
援
あ
っ
て
開
催
で
き
る

こ
と
で
、た
だ
惰
性
で
来
た
50

年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」で
は
、

こ
の
皆
様
の
努
力
、知
恵
、生
き

方
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

で
、社
会
に
役
立
つ
高
齢
者
ク

ラ
ブ
会
員
、健
康
で
明
る
い
人

生
の
参
考
に
な
れ
ば
と
、編
集

委
員
一
同
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
里
公
雄
）

副会長　羽田　和一
　同　　板越　玲子
委員長　清水　昭郎
副委員長　柴田　　隆
委　員　酒出　卓治
　同　　杉山　さた
　同　　大里　公雄

広報委員会

　このたびは、水戸市高齢者クラブ連合会
広報紙「高壮だより水戸」の発行にご協賛い
ただきましてありがとうございました。
　高齢者クラブは、高齢者の①生きがいや
健康づくり ②地域奉仕や友愛活動 ③子ど
もとのふれあい活動などの社会活動を通し
て明るい長寿社会づくりに努めることを活
動目的としております。
　広報紙は、会員相互の親睦・交流のほか、
地域の皆様に活動をご理解いただき、新規
加入をお願いする目的も持っております。
　これからもご支援、ご理解の程よろしく
お願いいたします。

水戸市高齢者クラブ連合会
会長　山川　　庫

スポンサー各位への御礼スポンサー各位への御礼

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

2013優
良
老
人
ク
ラ
ブ

百
合
が
丘
ピ
ア
ク
ラ
ブ

会
長　

佐
竹　

信
英

健
康
づ
く
り
部
門
活
動
賞

新
住
吉
明
星
会

会
長　

鈴
木　

春
夫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

活
動
賞

水
戸
市
高
連
女
性
委
員
会

代
表　

板
越　

玲
子

茨城県水戸市　百合が丘ピアクラブ


